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「豊作だー！」
　平泉寺町小矢谷で「田んぼのオーナー」の稲刈りに
参加した西村美香さん（８）＝兵庫県＝手で刈った稲
の「はさがけ」に挑戦しています。

享
保
十
一
年
の

　

土
石
流
の
発
生
源
は
？
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交通事故発生状況

　総件数
　人身事故

　　死　者
（うち高齢者）

（うち高齢者）
　　傷　者
　物損事故

354件
51件

2人

＋18
＋2

（38） （＋10）

（1） （＋1）
＋1

54人
303件

+1
＋16

件数内訳 平成２２年9月末 前年比
※高齢者＝65歳以上

10月の納税
市・県民税▶3期
納 期 限▶11月 1日（月）
口座振替▶10月26日（火）

男
女
合　計
世帯数

8月末現在

人
人
人
世帯

9月末現在 月間増減
出生

－
－
－

－
－
－

死亡 転入
自然動態 社会動態

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

計 転出
－
－
－
－

12,582
13,771
26,353
8,269

7
8
15

12,575
13,758
26,333
8,265
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4
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25

5
5
10
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13
24
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21
34

2
8
10

計

人口の動き

編
集
後
記

　あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏

が
終
わ
り
、
気
が
つ
け
ば

す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節

は
運
動
会
に
文
化
祭
、
恐

竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
や

「
秋
の
う
ま
い
も
ん
祭
」な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

　市
内
各
地
で
ク
マ
の
出

没
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

防
災
無
線
で
も
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。　今

月
号
で
は
、
勝
山
に

移
住
さ
れ
た
若
い
ご
夫
婦

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。農
業
の

魅
力
、
勝
山
の
魅
力
に
つ

い
て
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

（120）

　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
二
月
二
十
九
日
（
新

暦
四
月
一
日
）
に
発
生
し
た
女お
な
が
み
が
わ

神
川
の
土
石
流
で

は
、
猪
野
口
村
の
五
一
軒
の
う
ち
三
五
軒
が
流
失

し
、
八
二
人
の
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
大
災
害
を

出
し
た
発
生
源
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
記

録
は
「
十
じ
ゅ
う
が
つ
だ
い
ら

月
平
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
平
泉
寺
村
地

籍
図
の
「
十
月
」
か
ら
「
ム
ツ
シ
赤あ
か
か
べ壁
」
に
か

け
て
の
場
所
で
あ
ろ
う
。『
女
神
川
大
水
害
猪
野

口
村
殃お
う

難な
ん

記
』
に
は
、「
平
泉
寺
村
の
奥お
く

山や
ま

十じ
ゅ
う
が
つ月

衡だ
い
ら
さ
け裂
落お

ち
泥ど
ろ
み
ず水
川
に
溢あ
ふ

れ
て
、
牛う
し

ヶが

首く
び

と
い
へ
る

岩
山
を
突
破
り
、
揚あ
げ

原は
ら

と
云い
う

山
を
乗
こ
え
、
平
泉

寺
下し

た
村
姥う
ば

ヶ
堂
の
出で
つ

張ぱ

り
山
を
押お
し

崩
し
、
泥ど
ろ

炎え
ん

天て
ん

を
衝
き
、
盤
石
空
に
飛
び
て
、
猪
野
口
村
を
押

し
流
す
。
時
し
も
彼ひ

岸が
ん

結け
ち

願が
ん

の
日
な
り
。
旧
年
の

残
雪
平
地
に
い
ま
だ
二
三
尺
も
あ
り
し
が
、
泥
砂

と
共
に
解
け
合
ひ
、
矢
を
射
る
如
く
疾は
や

け
れ
ば
逃

る
に
途み
ち

を
失
ひ
‥
‥
‥
」
と

あ
る
。
こ
の
付
図
に
は
山
地

崩
壊
・
地
す
べ
り
の
範
囲
が

絵
図
に
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

「
南
北
欠か
け

口ぐ
ち

弐
百
間け
ん

・
東
西

長
さ
五
百
間
」「
水み
ず

見み

渡わ
た
し　

百
間
」「
新
出
岩　

高
さ
十

間
、横
五
間
」「
池
」
と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
「
新
山
高
さ
拾

五
間
」「
新
山
高
さ
弐
拾
間
」

「
上
の
切
口
よ
り
川
ま
で
五
百
間
」
と
あ
る
。

　

大お
お

八や

木ぎ

規の
り

夫お

氏
は
こ
の
地
域
を
調
査
し
、「
福

井
県
大
野
盆
地
南
東
部
周
辺
地
域
の
大
規
模
崩

壊
・
地
す
べ
り
地
形
と
堆
積
物
に
つ
い
て
」（『
深

田
地
質
研
究
所
報
告
№
１０
』
平
成
八
年
）
の
論

文
と
付
図
で
、
番
号
７
の
椀
状
の
く
ぼ
地
（
幅

七
三
〇
ｍ
、
奥
行
五
四
〇
ｍ
、
比
高
二
九
〇
ｍ
）

が
享
保
十
一
年
に
山
地
崩
壊
・
地
す
べ
り
し
た
地

形
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の
地
は
「
赤
壁
」
と

よ
ば
れ
、
出
作
り
農
家
が
あ
っ
た
。
ま
た
林
道
法

恩
寺
線
は
、
桟
道
に
す
る
こ
と
で
、
軟
弱
地
盤
を

克
服
し
た
。 　
　

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

地形図の番号７の山地崩壊・
地すべり地形

赤壁の遠景。林道の桟道と植林された平坦面

『殃難記』の付図　
崩壊地の図

女神川


